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【内容要旨】（1,200 字以内） 

【背景と目的】気管挿管は気道確保を行う際のゴールデンスタンダードであり、麻酔

科医、救急医のみならず一般医師や救急救命士も施行する。気管挿管に伴う出血や気道

浮腫、食道挿管等の生死にかかわる合併症が発生することも少なくない。事前に挿管困

難であることが判断できれば無理な挿管手技により患者状況を悪化させることなく麻

酔科医師や救急科医師に引き継ぐことが可能となり、人命救助に貢献できると考える。

一方、AI 技術の発展により画像解析は医療分野においても高度な性能で活用されてい

る。本研究では、患者顔画像と実際の挿管難易度を結びつける深層学習（Convolutional 

Neural Network：CNN）を用いて、顔画像から挿管困難を分類する AI モデルを作製する

ことを目的とする。 

【方法】2020 年 4 月～8 月までの山形大学医学部附属病院で行われた待機手術患者

1043人を対象とした。顔貌が変容する患者、頸部可動範囲が変化する患者等を除外し、

最終的対象患者は 202人であった。麻酔科医は全身麻酔導入後にマッキントッシュ型喉

頭鏡を使用して気管挿管を行い、Cormack-Lehane 分類を記載した。挿管困難の定義は

「Cormack-Lehane分類 GradeⅢ以上」とし、GradeⅠ,Ⅱを挿管容易（Easy群）、Cormack

分類 GradeⅢ,Ⅳを挿管困難（Difficult 群）とした。手術翌日以降に患者から 16 種類

の顔画像を取得し、すべての画像に Easy／Difficultのラベル付けを行い、顔画像と医

師による挿管難易度評価を紐づける深層学習を行い AI分類モデルを作製した。AIモデ

ルの予測と実際の挿管難易度から ROC曲線を描き、感度、特異度、AUCを求めた。 

【結果】16 種類の画像において最良の挿管困難分類 AI モデルが作製された画像は、

仰臥位側面閉口であった。正確度 87.8 %、感度 81.8%、特異度 90.0%、AUC 0.873、95％

信頼区間は[0.725-1.000]であり、既存の挿管困難予測因子よりも優れた挿管困難診断

能が得られた。 

【考察】本研究では顔画像から挿管難易度を予測する AI モデルを作製し、最良のモ

デルは仰臥位側面閉口の顔画像から作製した予測値 87.8％のモデルであった。これは

挿管困難の判別に深層学習（CNN）を適用した初めての試みであり、より地域を広げた

大規模な数の顔画像でのモデル作製を行うことによって臨床的に有用なモデルを作製

することができると考える。今後はこのモデル構築の基盤を活用し、臨床現場で活用す

るための「挿管困難分類 AIモデルのアプリケーション化」を考えている。 

【結論】本研究において顔画像を用いた深層学習(CNN)により挿管困難を分類する AI

モデルを作製し、仰臥位側面閉口の顔画像から得た AIモデルが最良の予測値 87.8％を

示した。 
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